
 

  
                                 

11 月 りすぐみだより      
                

日が暮れるのが一段と早くなり、朝晩の冷え込みに晩秋の訪れを感じます。朝、夕方はトンボ

がちらほら飛んでいるのを見かけます。トンボが飛んでいると”あ～秋だな”と感じるこの頃で

す。トンボのように元気いっぱい戸外遊びを楽しんでいきたいと思います。 
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保育園与那原ベアーズ２ 

担 当  

 

【１1 月りす組保育のねらい】 

 

☆好きな遊びを見つけ、保育者と一緒に遊ぶ事を楽しむ。 

☆戸外遊びや散歩を通して秋の自然に触れる。 

☆一人ひとりの健康状態を把握し、生活リズムを大切にしながら安心して過ごせるようにする。 

 

【お願い】 

❏1 週間に 1 回はつめを確認し、伸びていれば切

るようにしましょう。つめが伸びていると友だち

をひっかいたり自分のつめが割れてけがをしたり

するのでご協力お願い致します。 

❏おさがりの物にも、お子様のお名前の記入をお

願いします。記名が薄くなっているものもありま

すのでご確認宜しくお願いします。 

【お知らせ】 

親子スポーツレクリエーションにご参加いただきありがとう

ございました。 

一人ひとりのらしさを感じられ、かわいいなと感じた担任た

ち。初めての場所でたくさんのお客さんに見られながら楽し

んだ時間でしたが、それぞれどんなことを感じたでしょう

か。この経験が次の成長につながり、また一つ大きくなるこ

とでしょうね。  

【かわいいかわいいりす組の子どもたち！】 

歩くことが上手になってきたりす組の子どもたち！戸外に出て遊ぶことも増えてきました。その

中で、保育者がシャボン玉を吹くと、手で触ってみたり、玄関先に描かれている動物の絵に興味を

もち、保育者に伝えてくるなど、成長したなーと感じる場面が多くみられます。ある日、子どもた

ちが動物の絵を触っていたので、保育者が動物の真似をしてみました。すると、子どもたちも真似

をしてかわいい動物が玄関に大集合したようでした。園庭では砂を触って感触を感じいたり、自分

より大きな黒いタイヤを触ってみたりと思い思いに楽しんでいる子どもたちです。 

また、お手伝いをしたくて仕方がないりす組さんは、保育者が「○○さんの〇〇をもってきて」

と声かけするとその子の棚に行き、伝えた物を持ってくる姿も見られ、お手伝いごっこを楽しんで

いますよ。 

食事面では手づかみ食べやスプーンを持って食べるなど、自分でできることが増えてきました。

自分でやってみよう！とする気持ちを大切にしながら保育者がお手伝いをしています。最近、食べ

こぼしが減ってきたなと感じることが多く、子どもたちの成長を保育者皆でうれしく感じていま

す。11 月はどんな姿を見せてくれるか楽しみです。 

 


